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世
界
八
ケ
国
の
国
際
学
生
奉
仕
団

五
三
名
が
、
足
立
区
梅
島
小
学
校

で
ワ
ー
ク
・
キ
ヤ
ン
プ
(
労
働
奉

仕
)
を
二
十
二
日
か
ら
は
じ
め
ま

し
た
。

こ
れ
は
八
月
に
東
京
で
開
か
れ
る

世
界
大
学
奉
仕
団
国
際
セ
ミ
ナ
ー
に

参
加
す
る
カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ

香
港
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ヤ
、
マ
レ
イ

パ
キ
ス
タ
ン
、
日
本
各
国
の
学
生

代
表
が
、
セ
ミ
ナ
ー
に
先
立
つ
て

「
勤
労
と
協
力
と
奉
仕
」
の
精
神

を
実
地
に
行
お
う
と
い
う
試
み
で

あ
り
ま
す
。

八
月
に
カ
ナ
ダ
及
び
日
本
の
学
生

奉
仕
団
共
催
の
も
と
に
東
京
で
開

か
れ
る
セ
ミ
ナ
ー
の
主
題
は
「
現

代
に
お
い
て
大
学
は
い
か
な
る
役

割
を
果
す
べ
き
か
」
と
な
つ
て
お

り
、
世
界
大
学
奉
仕
団
と
は
、
ス

イ
ス
、
ジ
ユ
ネ
ー
ブ
に
本
部
を
お

き
、
ア
ジ
ヤ
、
北
米
、
ア
フ
リ
カ

ヨ
ー
ロ
ツ
パ
、
中
東
の
三
六
ケ
国

に
国
内
委
員
会
を
持
つ
国
際
的
な

大
学
生
と
教
授
の
た
め
の
団
体
で

種
々
の
目
的
の
た
め
に
活
躍
し
て

お
り
ユ
ネ
ス
コ
そ
の
他
の
国
際
機

関
と
も
緊
密
に
連
絡
し
て
お
り
ま

す
。
奉
仕
団
は
約
一
週
間
の
あ
い

だ
学
校
に
泊
り
な
が
ら
区
役
所
土

木
課
員
の
指
導
で
、
校
庭
の
整
地

を
行
う
予
定
で
炎
天
下
の
も
と
な

れ
ぬ
作
業
に
マ
メ
を
こ
し
ら
え
な

が
ら
も
若
い
学
生
た
ち
の
元
気
な

作
業
は
続
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
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足立区財政白書

昭
和
二
十
九
年
度
下
半
期

区
財
政
事
情
に
つ
い
て

昭
和
二
十
九
年

十
月
一
日
か
ら

昭
和
三
十
年
三

月
三
十
一
日
に

至
る
間
の
本
区

の
財
政
事
情
に

つ
い
て
そ
の
概

況
を
報
告
し
て

区
民
各
位
の
御

理
解
に
資
し
更

に
区
政
の
運
営

に
つ
い
て
一
層

の
御
理
解
と
御

協
力
を
願
う
た

め
こ
ゝ
に
「
足

立
区
財
政
事

情
」
を
公
表
い

た
し
ま
す
。

昭
和
二
十
九
年

度
一
般
会
計
予

算
は
経
常
経
費
に
つ
い
て
は
一
応

年
間
予
算
を
計
上
し
、
臨
時
経
費

に
つ
い
て
は
追
加
予
算
に
計
上
い

た
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
九
月
三

十
日
現
在
に
お
け
る
本
区
の
予
算

額
は
、
才
入
才
出
と
も
六
九
〇
、

九
四
一
、
九
八
四
円
と
な
つ
て
お

り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
二
十
九
年

十
月
及
び
本
年
一
・
二
月
に
そ
れ

ぞ
れ
追
加
及
び
追
加
更
生
予
算
を

計
上
し
、
三
月
三
十
一
日
現
在
に
お

け
る
最
終
予
算
額
は

一
般
会
計

七
九
〇
、
三
四
六
、
五
六
三
円

特
別
会
計

三
三
、
〇
四
八
、
八
三
〇
円

合
計八

二
三
、
三
九
五
、三
九
三
円

を
示
し
ま
し
た
。

こ
の
追
加
予
算
の
主
な
る
内
容
は

特
別
区
財
政
調
整
交
付
金
の
決
定

に
よ
る
差
増
額
及
び
昭
和
二
十
八

年
度
才
計
剰
余
金
等
の
一
般
財
源

と
、
都
支
出
金
、
寄
附
金
等
の
特

定
財
源
を
収
入
と
し
て
、
議
員
、

各
種
委
員
の
期
末
手
当
、
区
職
員

の
年
末
諸
給
与
金
、
道
路
橋
梁
の

維
持
改
修
、
地
区
計
画
事
業
に
要

す
る
経
費
、
区
立
小
中
学
校
の
教

室
改
増
築
に
要
す
る
教
育
費
、
そ

の
他
民
生
、
経
済
、
選
挙
、
産
業

振
興
館
に
要
す
る
経
費
等
の
歳
出

を
計
上
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

な
お
質
屋
事
業
特
別
会
計
は
当
初

予
算
計
上
の
ま
ま
で
あ
り
ま
す
。

△
収
入
及
び
支
出
の
概
況

一
般
会
計

三
月
三
十
一
日
現
在
の
足
立
区
の

総
収
入
済
額
は
六
五
八
、
二
八
〇
、

二
五
〇
円
で
、
予
算
額
に
対
す
る

収
入
歩
合
は
八
三
・
三
%
と
な
り

各
科
目
別
の
予
算
額
に
対
す
る
収

入
歩
合
は
、
区
税
九
一
・
一
%
、

公
営
企
業
及
財
産
収
入
七
八
・
四
%

、
使
用
料
及
手
数
料
九
六
・
六
%

、
都
支
出
金
五
八
・
六
%
、
寄

附
金
八
九
・
六
%
、
繰
越
金
一
〇

〇
%
、
雑
収
入
一
一
一
・
六
%
、

財
政
調
整
交
付
金
一
〇
〇
%
で
あ

り
ま
す
。
こ
れ
を
前
年
度
同
期
の

収
入
歩
合
と
比
較
す
る
と
総
収
入

済
額
で
は
六
・
八
%
の
増
と
な
つ

て
お
り
ま
す
。
(
表
の
一
)

歳
出
に
つ
い
て
は
、
既
定
の
計
画

に
基
ず
い
て
順
調
に
事
務
事
業
を

完
了
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
年
度

内
に
完
成
し
な
い
学
校
施
設
費
の

一
部
翌
年
度
へ
の
事
業
繰
越
を
除

き
、
年
度
閉
鎖
後
に
お
け
る
支
払

処
理
の
た
め
会
計
閉
鎖
期
間
ま
で

支
払
執
行
が
行
わ
れ
歳
出
が
確
定

い
た
し
ま
す
。
(表
の
二
参
照
)

特
別
会
計

公
益
質
屋
事
業
は
、
年
毎
に
区
民

各
位
の
需
要
度
を
増
し
、
順
調
な

経
過
を
辿
つ
て
お
り
、本
年
三
月

三
十
一
日
現
在
に
お
け
る
収
支
状

況
は
歳
入
に
お
い
て
二
四
、
九
七

六
、
二
七
二
円
、
歳
出
に
お
い
て

二
三
、
九
二
五
、
一
六
〇
円
で
、

差
引
歳
計
現
金
一
、
〇
五
一
、
一

一
二
円
と
な
つ
て
お
り
ま
す
。

な
お
こ
の
他
に
都
か
ら
の
執
行
委

任
事
務
を
賄
う
諸
経
費
と
し
て
都

経
済
執
行
委
任
予
算
額
六
八
三
、

一
四
三
、
一
九
六
円
が
あ
り
ま
す

が
こ
れ
ら
の
財
政
概
況
は
表
の
三

の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

△
住
宅
負
担
の
概
況

本
区
に
お
け
る
世
帯
及
び
人
口
数

は
、
本
年
三
月
三
十
一
日
現
在
に

お
い
て
、
七
四
、
一
九
二
世
帯
　

三
二
七
、
五
一
〇
人
に
達
し
ま
し

た
が
、
こ
れ
で
本
区
特
別
区
税
の

現
年
度
及
び
過
年
度
調
定
額
二
七

七
、
一
七
五
、
九
六
二
円
の
平
均

負
担
額
を
算
出
す
る
と

一
世
帯
当
り

三
、
七
三
五
円
九
三
銭

一
人
当
り八

四
六
円
三
一
銭

と
な
つ
て
お
り
ま
す
。

△
以
上
が
昭
和
二
十
九
年
度
下
半

期
に
お
け
る
区
財
政
の
概
況
で
あ

り
ま
す
。

申
す
ま
で
も
な
く
区
勢
の
進
展
は

健
全
な
る
財
政
基
礎
の
上
に
う
ち

建
て
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

故
に
区
財
政
の
運
営
に
あ
た
つ
て

は
、
区
議
会
と
も
常
に
緊
密
な
連

絡
を
持
ち
つ
つ
、
収
入
の
増
加
を

は
か
る
と
と
も
に
支
出
の
節
減
を

行
い
、
最
小
の
経
費
を
以
て
最
大

の
実
を
挙
げ
る
よ
う
努
力
し
て
お

り
ま
す
が
、
今
後
さ
ら
に
都
区
に

お
け
る
財
政
は
、
窮
迫
の
度
を
深

め
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
予
想
せ
ら

れ
る
の
で
、
な
お
格
段
の
努
力
を

つ
く
し
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す

区
民
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
も

こ
こ
に
示
す
区
財
政
の
現
況
を
深

く
理
解
さ
れ
、
足
立
区
進
展
の
た

め
に
な
お
一
層
の
御
協
力
を
お
願

い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

一

般

会

計

歳

入

の

部
(
表
の
一
)

歳

出

の

部
(
表
の
二
)

歳
入
歳
出
差
引
残
金

六
、
六
一
九
、
四
二
八
円
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人

事

異
動

今
回
実
施
さ
れ
た
都
の
人
事
刷
新

に
基
い
て
本
区
に
お
い
て
は
七
月

一
日
付
で
次
の
通
り
人
事
異
動
が

発
令
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
異
動
は
課
長
級
十
一
名
、
係

長
二
十
六
名
、
出
張
所
長
十
四
名

に
及
ぶ
本
区
と
し
て
は
か
つ
て
な

い
大
幅
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

人
事
異
動
一
覧

特

別

会

計
(
質
屋
事
業
会
計
)

歳

入

の

部
(
表
の
三
)

歳

出

の

部

歳
入
歳
出
差
引
残
金

一
、
〇
五
一
、
一
一
二
円

都
経
済
執
行
委
任
予
算
経
理
状
況
調
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八
月
一
日
～
三
十
一
日
ま
で

住
民
登
録
実
態
調
査
に

御
協
力
下
さ
い

今
年
の
七
月
一
日
で
住
民
登
録
法

が
施
行
さ
れ
て
か
ら
三
周
年
に
な

り
ま
す
。

住
民
登
録
と
い
う
制
度
は
、
市
区

町
村
の
住
民
の
実
態
を
住
民
票
に

記
し
て
明
確
に
し
、
選
挙
や
入
学

や
米
の
配
給
な
ど
種
々
の
行
政
事

務
の
基
礎
資
料
と
し
て
有
効
に
利

用
す
る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

そ
し
て
ま
た
住
民
は
こ
の
登
録
に

よ
つ
て
種
々
の
権
利
を
行
使
す
る

こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
す
。
足
立

区
で
は
、
来
る
八
月
一
月
か
ら
三

十
一
日
ま
で
に
わ
た
り
こ
の
住
民

登
録
実
態
調
査
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

こ
れ
は
第
二
回
住
民
登
録
実
態
調

査
以
後
の
移
動
の
あ
つ
た
者
(
転

入
、
転
居
、
変
更
、国
外
移
住
、

転
出
、
出
生
、
死
亡
そ
の
他
戸
籍

の
異
動
)
に
つ
い
て
住
民
票
の
記

載
と
住
民
各
自
の
実
態
を
正
確
に

把
握
照
合
す
る
た
め
に
調
査
す
る

も
の
で
す
。

こ
の
調
査
の
結
果
が
、
今
後
の
選

挙
や
入
学
や
米
の
配
給
な
ど
に
関

し
て
区
民
の
皆
さ
ん
に
直
接
影
響

し
ま
す
の
で
、
出
張
所
の
調
査
員

が
皆
さ
ん
の
お
宅
へ
伺
い
い
ろ
い

ろ
調
査
し
ま
す
が
、
こ
の
調
査
の

目
的
を
了
解
し
ご
協
力
下
さ
る
よ

う
お
願
い
致
し
ま
す
。

第六回足立花火大会
八月六日に実施

恒
例
の
足
立
花
火

大
会
が
、
足
立
区

観
光
協
会
の
主
催

に
よ
り
八
月
六
日

に
実
施
さ
れ
ま
す

こ
の
足
立
の
花
火

は
、
明
治
年
間
、

千
住
大
橋
の
開
通

を
祝
つ
た
の
が
は

じ
ま
り
で
、
そ
の

後
荒
川
放
水
路
が

で
き
て
か
ら
同
地

に
う
つ
り
、
千
住

の
花
火
と
し
て
年

々
見
物
客
も
増
加

し
、
次
第
に
盛
大
に
な
つ
て
来
ま

し
た
。

今
年
は
戦
後
復
活
し
て
か
ら
第
六

回
目
に
当
り
、
ホ
ソ
ヤ
煙
火
化
学

工
業
(
東
京
)
山
梨
斎
木
煙
火
(

山
梨
)
共
栄
化
工
(
埼
玉
)
玉
屋
(

千
葉
県
)
土
浦
火
工
(
土
浦
市
)

丸
玉
屋
(
東
京
都
府
中
市
)
な
ど

の
花
火
業
者
が
参
加
し
、
足
立
区

独
特
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
巾
十

間
に
も
及
ぶ
大
仕
掛
花
火

〝
ナ
イ

ヤ
ガ
ラ
の
滝
〟
を
始
め
と
し
て
数

千
発
の
豪
華
絢
爛
た
る
花
火
か
打

上
げ
ら
れ
る
予
定
に
な
つ
て
お
り

ま
す
。

夜間プールも開場
区 営 プ ー ル 盛 況

今
年
も
ま
た
七
月
一
日
か
ら
区
営

大
川
町
プ
ー
ル
が
開
か
れ
て
お
り

ま
す
が
、
猛
暑
つ
ゞ
き
の
こ
の
頃

連
日
お
し
か
け
る
河
童
群
で
プ
ー

ル
は
大
賑
わ
い
、
入
場
人
員
は
一

日
平
均
一
〇
七
〇
名
、
最
高
二
、

一
七
〇
名
と
い
う
好
成
績
で
夏
休

み
を
迎
え
今
後
ま
す
ま
す
入
場
者

が
激
増
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

な
お
例
年
通
り
、
八
月
一
日
か
ら

は
勤
労
者
の
た
め
の
夜
間
プ
ー
ル

が
開
か
れ
る
予
定
で
あ
り
ま
す

。

夜
間
は
六
時
半
か
ら
七
時
半
ま
で

と
八
時
か
ら
九
時
ま
で
の
二
回
と

な
つ
て
お
り
ま
す
。

足
立
区
『
海
の
家
』
と

緑
陰
子
供
会
ひ
ら
く

夏
は
身
心
を
鍛
錬
す
る
最
も
好
適

な
季
節
で
す
。
足
立
区
で
は
、
生

徒
児
童
の
楽
し
い
夏
休
み
の
一
日

を
有
意
義
に
過
し
て
も
ら
う
た
め

に
、
今
年
も
ま
た
京
成
谷
津
遊
園

内
に
海
の
家
を
開
設
い
た
し
ま
し

た
。

園
内
に
は
、
象
そ
の
他
珍
ら
し
い

動
物
の
多
数
い
る
小
動
物
園
、
プ

ー
ル
な
ど
が
あ
り
、
遊
園
諸
施
設

は
、
特
に
幼
児
、
低
学
年
児
童
の

楽
園
と
し
て
好
適
な
も
の
で
、
区

で
は
多
数
の
皆
様
の
御
利
用
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
設
置
要
項
は
次
の
通
り
で
あ

り
ま
す
。

1
.
期
間
　
七
月
二
十
日
か
ら
八
月

三
十
一
日
ま
で

2
.場
所
　
千
葉
県
京
成
谷
津
遊
園

内
　
足
立
区
谷
津
海
の
家

3
.経
費
　
一
日
一
名
に
つ
き

(京
成
町
屋
又
は
千
住
大
橋

よ
り
)

大
人
　
一
一
〇
円

子
供
　
　
五
五
円

(
京
成
金
町
よ
り
)

大
人
　
一
〇
〇
円

子
供
　
　
五
〇
円

こ
の
料
金
は
京
成
電
車
往
復
電

車
賃
　
遊
園
入
園
料
　
休
憩
所
使

用
料
を
含
み
ま
す
。

4
.
申
込
　
各
学
校
又
は
各
種
団
体

ご
と
に
と
り
ま
と
め
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
又
は
最
寄
り
の
区
役

所
出
張
所
あ
て
料
金
を
添
え
て
申

込
み
下
さ
い
。
個
人
申
込
も
受
付

け
ま
す
。
(
引
換
え
に
乗
車
券
及

び
入
園
料
を
お
渡
し
い
た
し
ま

す
)

去
る
七
月
二
十
日
か
ら
今
年
も
ま

た
足
立
区
緑
陰
子
供
会
が
開
か
れ

て
お
り
ま
す
。

巡
回
子
供
会
、
映
画
会
、
移
動
図
書

館
、
キ
ヤ
ン
プ
等
八
月
三
十
一

日
ま
で
各
種
の
行
事
が
予
定
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
日
程
表
は
次
の

通
り
で
あ
り
ま
す
。

△
巡
回
子
供
会
(
午
前
九
時
)
七

月
二
十一
日
　
千
寿
第
一
小
学

校
(
開
会
式
)

二
十
二
日
　
宮
城
公
園

二
十
五
日
　
千
住
第
三
小
学
校

二
十
六
日
　
八
幡
神
社

二
十
八
日
　
太
郎
山

二
十
九
日
　
本
木
氷
川
神
社

八
月
十
五
日
　
柳
原
小
学
校

十
六
日
　
梅
島
小
学
校

十
八
日
　
千
寿
第
二
小
学
校

十
九
日
　
安
穏
寺

三
十
日
　
西
新
井
大
師

△
巡
回
映
画
会
(
午
後
七
時
半
)

八
月
一
日
　
弥
生
小
学
校

二
日
　
江
北
小
学
校

四
日
　
舎
人
小
学
校

五
日
　
伊
興
小
学
校

八
日
　
淵
江
小
学
校

九
日
　
花
畑
小
学
校

十
一
日
　
十
二
中
学
校

十
二
日
　
弘
道
小
学
校

△
移
動
図
書
館

二
十
七
日
　
A
コ
ー
ス

八
月
三
日
　
　
　
B
コ
ー
ス

十
日
　
　
　
A
コ
ー
ス

十
七
日
　
　
B
コ
ー
ス

二
十
四
日
　
A
コ
ー
ス

三
十
一
日
　
B
コ
ー
ス

△
キ
ヤ
ン
プ

七
月
三
十
日

三
十
一
日

武
蔵
五
日
市

住
宅
調
査
に
御
協
力
を

来
る
八
月
一
日
に
住
宅
調
査
が
実

施
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
今
後
の

住
宅
対
策
の
資
料
と
す
る
た
め
に

行
う
も
の
で
す
か
ら
区
民
の
皆
様

の
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す


